
























































































































以下に、「こころ豊かに生きる科目」のシラバスの教育目標を表 2-1 に示す。 







































































６ 講座名 アサーティブコミュニケーション実践 
































この様な授業実施方針により、グループワークの際には、受講学生 3 名～5 名のグループに
ボランティア学生スタッフ 1 名が入り、ファシリテートを行え、先輩と後輩または同学年
の学生同士による学びの場を作ることが可能となった。 
 こころ豊かに生きるための科目における授業実施方法は表 3-1 にまとめた。 
 
















定員 定員 40 名、実際は 15 名～40 名（少人数クラスで実施） 
授業方法 ①全ての授業は複数の教員（学内 3 名、非常勤 2 名）、外部ボランティア講師





をシャッフル（1 グループ受講生 3，4 人にスタッフ 1 名） 






















春 1 学期に実施したセルフ・アウェアネス入門 50 名とライフ・ビルディング力入門 39
名、春 2 学期に実施したアサーティブコミュニケーション入門の受講者 65 名、合計 154 名
に各講座の最終日に google フォームによるアンケートを実施、149 名から有効な回答を得











⑤ この授業で出された課題に満足しています（5 段階評価） 
⑥ この授業で受けたフィードバックに満足しています（5 段階評価） 
⑦ この授業で扱われた各内容に満足しています（5 段階評価） 
⑧ 授業の目標やテーマが、授業中に説明されていました（5 段階評価） 
⑨ シラバス（講義概要）の内容と、講義の内容は一致していました（5 段階評価） 
⑩ シラバスに掲げている「授業の達成目標」を身につけることができました（5 段階評
価） 
⑪ 授業の時間配分は適切でした（5 段階評価） 
⑫ 学習意欲を高めるよう授業が行われていました（5 段階評価） 
⑬ 授業の内容は理解できました（5 段階評価） 
⑭ 授業にどの程度出席しましたか（5 段階で返答） 
⑮ 授業に熱心に取り組みました（5 段階評価） 
⑯ 授業の内容に興味を持ちました（5 段階評価） 
⑰ この授業を履修した理由はどれですか。（複数選択） 
⑱ この授業を他の学生に勧めます（5 段階評価） 
⑲ この授業で学んだこと、あるいはあなたを変えたことはあれば自由に記入してくださ
い（自由記述） 



















目をまとめた結果を表 5-1 に示す。 
 



































































































































①  71.1 64.9 82.0 
④  57.1 48.7 77.0 
⑤  36.7 44.7 65.6 
⑥  68.8 28.9 60.7 
⑦  67.3 68.4 78.7 
⑧  75.5 68.4 95.1 
⑨  46.9 40.5 83.6 
⑩  26.5 36.8 41.0 
⑪  67.3 55.3 41.0 
⑫  75.5 65.8 83.6 
⑬  77.6 65.8 86.9 
⑮ 65.3 68.4 78.7 
⑯ 73.5 68.4 85.2 
⑱ 61.2 73.7 70.5 










































































 【春 2 学期アンケートより】 
 ・I メッセージ・怒りの分解 
 ・NO と言えるようになったこと 
 ・NO は否定的な意味だけではなかったこと 
 ・NO をしっかり伝えること、境界線を意識して接すること 
 ・コミュニケーションが少しうまく取れるようになった気がします 
 ・コミュニケーションの取り方が今までとは大きく変わりました 














５－４ 春 2 学期のアンケートに追加した項目 
① 「春１学期に『セルフ・アウェアネス入門』を受講しましたか」に対し 
   「受講した」が 26 名（42.6％）、「受講していない」が 35 名（57.4％） 
② 「春１学期に「ライフ・ビルディング力入門」を受講しましたか」に対し 
   「受講した」が 22 名（36.1％）、「受講していない」が 39 名（63.9％） 
③ 「この授業を履修した理由はどれですか（複数選択可）」に対し 
「春 1 学期の『セルフ・アウェアネス入門』『ライフ・ビルディング力入門』の授業内        
容がよかったから」が 35 名（57.4％）、「友人・知人に『一緒に受講しよう』と誘わ
れたから」が 12 名（19.7％）、「必修科目・選択必修科目だから」が 0 名（０％）、「講
義内容に興味があるから」が 29 名（47.5％）、「良い授業だと聞いたから」が 7 名
（11.5％）、「時間割の上で、この授業が好都合だったから」6 名（9.8％）、「単位が簡
単に取得できるから」が 7 名（11.5％） 



























表 5-3 自由記述内容の分類 
項目 コメント数（％） 
「自己の肯定」に関する内容 33（14.8%） 
「おもいやり」に関する内容 2（ 0.9%） 



































全ての授業は複数の教員（学内 3 名、非常勤 2 名）、外部ボランティア講師（2 名）、2 回














































1）日本学生相談学会 50 周年記念誌編集委員会[編] （2010）「学生相談ハンドブック」学苑社 










8）河越麻佑、岡田みゆき（2015）「大学生の自己肯定感に及ぼす影響要因」日本家政学会誌 Vol.6 NO,5ｐ222-233 
9）吉森丹衣子（2016）「大学生の自己肯定感における対人関係の影響―コミュニケーションを重視して―」国際コミュ






慣との関係を中心に―」京都大学教育実践研究紀要 第 10 号ｐ193-202 
13）松村直樹、平田史昭、角方正幸（2017）「新キャリア開発支援論―AI 時代のキャリア自律に向けて―」学事出版 
14）株式会社 roku you 代表取締役社長：下向 依梨 「セルフ・アウェアネス講座」を共同開発 




ら、欧米の公開企業では 3 分の 1 以上が活用しているとも言われており、日本でも顧客満足度に並ぶ新たな指標として
注目を浴びている。（ NTT コム  オンライン・マーケティング・ソリューション株式会社 2020 
https://www.nttcoms.com/service/nps/summary/） 
岡山理科大学の基盤教育における新しい取り組み 71
